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 　 ５．会員情報&故郷情報(ホットニュース)　　　　　      13:00

　　　　(1)新役員紹介　 　　　　　　 　　　 影山裕樹新会長

　　　　(2)こしき海洋深層水(株)の会社紹介　 田中博社長

　　　　(3)新会員自己紹介、会員の近況報告&お知せ等

　　６．お楽しみ新春福引会　　　　　　（進行：鈴木　徳之幹事）

       　  【景品提供】　・薩摩川内市(故郷特産品10セット)

       　   ・商工会議所(こだわり焼酎5本）・川内ヤクルト販売(2セット)

        　  ・Ｓキューブホテル(ペア宿泊券） ・HOSJAS企画(健康読本5冊)　

        　  ・ソフトバンクホークス(野球観戦チケット、カレンダー）

                 詳しくは薩摩川内市HPをご覧ください☟

　　　　1. 共生と多様性で輝くまち【コミュニティ・都市経営】 2. 安全・安 心なまち【 市民安 全・消 防】

　　　　3. 健 やかに暮らせるまち【 保健福祉】 4. 次 世代につなぐ教育のまち【 教 育】

　　　　5. 活力と賑 わいを生み出すまち【 産 業・シティセールス】6. 社会を支える快適なまち【 建設・水道】

　こんにちは。当会の交流会も今回で1３回目となりますが、多くの会員の皆様にご出席頂き、本当に有難

うございます。日頃のご支援ご協力に大変心強く思います。本日は、薩摩川内市より、田中市長さん、古川

副市長さん、下園市議会議長さん、森満副議長さん、橋口川内商工会議所会頭さん、岩下薩摩川内市商工会

長さんにもご来臨賜り、親しく交流させて頂けること誠にありがたく、衷心より厚くお礼申し上げます。

　さて、当会は13年前、「故郷は、私たち会員の拠り所。同郷の絆で交流を深め、助け合い、お互いに元気

をもらおう」「故郷を応援しよう」とスタートしました。私たちは大きなことはできませんが、口コミや会

報「川内便り」、ホームページで故郷の情報を発信し、歴史・文化や観光・特産品、故郷納税のＰＲに努め

ています。マスコミで故郷のニュースに触れると、「テレビで大綱引っが放送さるっどぉ」「新聞に甑島が

載っちょっどぉ。読んだけぇ」と情報を交換し合って、ワクワク・ドキドキしています。イベントに合わせ

た帰省、友だちを誘っての甑島巡り、その帰りには川内駅一階の観光物産協会の駅市で、どっさいお土産を

買って帰る会員も増えてきたと聞いています。

 第二部　交流会           　　　（進行：森田壮年部会長）11:45
　  １．福岡さつま川内会会長挨拶　　　 　新留　育郎
　  ２．薩摩川内市市長ご挨拶　　　　　　 田中　良二 様
        薩摩川内市市議会議長ご挨拶　　　 下園  政喜 様
　　　　川内商工会議所会頭ご挨拶　　　　 橋口  知章 様
   　 　薩摩川内市商工会会長ご挨拶　 　  岩下  王武 様 
　　３．映像でふりかえる薩摩川内市20年のあゆみ 
            　    薩摩川内市副市長　 　  古川　英利 様　 12:15

～お土産に懐かしの崎山米店のあくまきを全員持ち帰り～　
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　（薩摩川内市誕生20周年記念サイトより抜粋し掲載）

 下園議長

  森満副議長

　昨年11月より新たな議会構成となりました。

市議会を率いていく重責を肌で感じ、気を引き締めると共に、本

市の更なる発展のため、精一杯任務を全うする覚悟でございます

ので、どうぞ宜しくお願い申し上げます。

　また、今期の市議会では、市民の皆さまの声を聴くために、

「議会主体の意見交換会」を実施するほか、市議会の議会力、と

りわけ質問力向上のため、「議員研修」や「議員勉強会」を実施

することで、市当局に対し、市民の皆さまの貴重なご意見を反映

した政策運営ができるよう、努めてまいります。

　　令和７年1月　　議長　下園　政喜　　副議長　森満　晃

　(市議会だより令和7年新春号「就任のご挨拶」より抜粋し掲載)　

市議会には、定期的に開かれる定例会（3・6・9・12月の年4回招集）と、特定事項について

審議する必要がある場合に開かれる臨時会があり、議員定数は26名です。また、本会議におけ

る審議の予備的審査機関として、議会運営委員会、常任委員会（総務文教委員会・生活福祉委

員会・産業建設委員会）、特別委員会（川内原子力発電所対策調査特別委員会）といった委員

会が設けられ、市の幅広い事務を専門的・効率的に詳しく審査しています。

田中市長

　全国的に人口減少・少子高齢化が進行する中、デジ

タル技術を駆使した多様なライフスタイルの進展な

ど、私たちを取り巻く社会経済情勢は大きな転換期を

迎えています。このような時代の潮流を的確に捉え、

私たちのまちと歴史を未来につなぎ、住み慣れた地域

に住み続けることができるよう、第3次薩摩川内市総

合計画(薩摩川内2034ビジョン)を策定しました。

顔写真

顔写真
　本計画の策定に当たっては、まちづくりに関する市民の皆さまの声を踏まえ

て、本市が目指すまちのイメージとして、「時代を超えて繋がっている」「お互

いが認め合い輝いている」「誰もが安心して暮らしている」「新たな交流が生ま

れ賑わっている」と掲げ、10年後の未来のまちの姿を「人が繋がり　人が輝く　

安らぎと賑わいのまち　薩摩川内」と想い描きました。今後、本計画をまちづく

りの指針とし、この未来のまちの姿の実現に向けて邁進し、笑顔がつながり、人

が集うまちづくりに取り組んで参りますので、皆さまの一層のご理解とご協力を

お願い申し上げます。　

　　　　　　　　　　令和7年3月　　　　　薩摩川内市長　田中　良二

薩摩川内市 薩摩川内市議会
新たな議会構成

公聴・議会力の向上を目指す

笑顔がつながり、人が集うまちづくり

薩摩川内2034ビジョンスタート

　昨年、市誕生20周年記念イベントにお招き頂いた時は、私と香月副会長、川添シニア部会長で花火大会、

はんや祭り、記念式典に参加しましたが、「川内(せんで)もきばっちょいやぁな。あたいどんも、もちょっと

応援せんといかんなぁ…」と語りあったところでした。

　「故郷はいつまでも、元気であって欲しい」と願っています。故郷が元気であれば、私たちも元気にな

り、同郷の絆で、仕事も遊びも学びも共に成長できるからです。明日から影山裕樹会長を先頭に新役員体制

がスタートしますが、皆様におかれましては引続きご協力を賜りますよう宜しくお願いします。

　この正月、ご高齢（94）で療養施設に入院されていて、毎日新聞記者時代は、組織暴力・全学連・香港麻

薬ルート取材で名を馳せ、後に西部本社の報道部長・編集局長を歴任された当会の篠原治二大先輩より年賀

状を頂き、「当会の活動の原点」と感激しましたので、ここで披露して私の挨拶とさせていただきます。

　「あけましておめでとうございます。今年の運気、のぼり竜の如く。本年も宜しくお願いします。

　昨日、福岡さつま川内会のおみやげ拝受。下駄ん歯の素朴さに幼少時代を思い出しました。竜宮の

　塩と佃煮の素は、ナースと栄養士さんにお裾分けし喜ばれました。」(2025.1.5篠原先輩年賀状より転載)

それでは皆さん、今日は久しぶりに故郷談義で、楽しいひと時をお過ごし下さい。

　ご清聴、ありがとうございました。　(2025.1.19交流会 会長挨拶より)
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　未来のまちの姿の実現に向けて　6つの取り組み

　第1３回福岡さつま川内会総会＆交流会は、去る１月1９日（日）博多駅近くの八仙閣本店にて、薩摩川内市から市長・副市

長、市議会議長・副議長、川内商工会議所会頭、薩摩川内市商工会長のほか関係部署のスタッフの皆さんを迎え、総勢54名の

参加で盛大かつ和やかに開催されました。総会後の交流会第一部では、新留会長の挨拶の後、田中市長はじめ来賓の方から、

薩摩川内市誕生20周年記念して催された記念式典や大綱引・花火大会・はんや祭りなど多彩なイベントの模様、薩摩川内市の

20年の歩みと将来展望(薩摩川内2034ビジョン)について話があり、会員の皆さんは、薩摩川内市の県下一番の発展ぶりと10

年後の故郷の姿に期待を膨らませ、元気づけられていました。

　交流会第二部の懇親会では、本総会で新しく選出された影山新会長と新役員の挨拶の後、飲食を楽しみながら、こしき海洋

深層水(株)の田中社長の会社紹介や会員の近況報告に耳を傾け、隣の人との話も弾みました。恒例の新春福引大会（当選確率

50％）では当選番号発表のたびに一喜一憂し、お開きは、西谷代表顧問の「故郷応援をしましょう!。来年もまた元気で会い

ましょう」と博多手一本で締めました。参加の皆さんは、福引きで当てた故郷の焼酎・海産物・お菓子とお土産の「あくま

き」を手に笑顔で会場を後にしました。

　故郷の今を学び、故郷への想いをさらに募らせ、同郷の絆をさらに深める有意義な会となりました。

第13回 福岡さつま川内会総会＆交流会 開催

福岡さつま川内会報　令和7年6月14日  Vol.9(初夏号)

【編集者】福岡さつま川内会代表顧問　新留育郎  ☎090-5472-4881　 ✉i.niidome@hosjas.com
【発行者】福岡さつま川内会会長　影山裕樹　☎090-9795-6896　【事 務 局】代表幹事　窪田早成　☎090-2659-5836

川
せ ん

　内
で

　便
だ よ

　り
故郷の今を学び、故郷に想いを寄せる

来賓の方にも各テーブルに分散して着席頂いて歓談しました

　　第13回 福岡さつま川内会　総会＆交流会 式次第

 第一部　総　会           　　　（進行：窪田代表幹事）　11:30
　  議案審議　　第１号議案　　2024年度　活動/会計報告
　 　　　　　 　第２号議案　　2025年度　活動/予算計画 
                第３号議案　　役員改選

🍀 きゅは まこて あいがともさげもした。また ごあんそ🍀

　　４．乾　杯　 薩摩川内市議会副議長 　 森満　　晃 様   12:35

   　７．閉会の言葉　  　　　　　  　西谷和武 代表顧問　 14:00

福岡さつま川内会 新留会長 挨拶 故郷は　私たちの元気の泉　心の拠り所

▲市ホームページ



役　員 氏　名 出身地 役　員 氏　名 出身地

会　　　長 影山　裕樹 花木 幹　　　事 久永　充志 東郷

副　会　長 森田　友次 向田 幹　　　事 山本　隆一 宮内

副　会　長 角　　勤子 隈之城 幹　　　事 田中慎太郎 川永野

代表　幹事 窪田　早成 樋脇 幹　　　事 純浦じゅん 上甑

副代表幹事 鈴木　徳之 西向田 監事(会計監査) 中川　幸尚 甑島

婦人部会長 河原　珪子 中村 監事(会計監査) 井上　　哲 天辰

シニア部会長 川添　宏市 隈之城 ◎顧　問↓
　　↑網掛けは新任

法人部会長 木場　良一 S CUBE HOTEL 代 表 顧 問 新留　育郎 矢倉

壮年部会長 高柳　健一 隈之城 顧　　　問 西谷　和武 水引

青年部会長 羽子田政則 さつま町 顧　　　問 香月　揚子 平佐

幹　　　事 牧田　　隆 出水 顧　　　問 中俣　長盛 高城

幹　　　事 横路　健一 甑島 顧　　　問 泰平　尚信 宮内

幹　　　事 城後　精一 平佐 顧　　　問 上西　治志 天辰

幹　　　事 寺脇　之博 御稜下 顧　　　問 川野　康広 中郷

幹　　　事 大山健一郎 大小路

135,090 176,150

522,000 87,459

30,000 59,950 　1. 新会員募集➡会員が当会をＰＲし、入会を呼び掛ける

1,504 11,461 　2. 会員交流会➡会員は誰でも参加できます(知人同伴OK)

81,336 　　　〇拡大役員会(4・10・12月の第２金曜:12:00～13:30) 　

61,743 　　　〇ビール会（7月第３金曜日)　

17,536 　3. ふるさと納税ＰＲと納税協力

2,057 　4. 故郷&会員情報の発信と共有化

　　　〇会報「川内だより」発行

　　　〇ホームページ、メールで故郷＆会員情報を発信

　5. 故郷交流促進➡名所巡り/はんや祭り/大綱引/花火大会等見物

　6. 故郷特産品ＰＲと販売協力

354,520 　　　〇故郷定期便の配布　(会員に１２月20日頃)

48,025 　　　〇金柑・手作り佃煮の特産品共同販売(12月)

1,054,594 868,901 　　　〇福岡開催の観光物産展PR（口コミ、販売協力)

185,693 　　　〇きばいやんせ薩摩川内会員特典カード利用PR

🍀きばいやんせ薩摩川内加盟店🍀

川内駅/S CUBE HOTEL 0996-25-5225

川内駅/駅市薩摩川内(土産専門店）  通販 0996-29-4430

下甑島/こしき海洋深層水(株)      通販 0120-549-375

藺牟田/松田農場(金柑)0996-56-0426　網津町/楢木商店(海産物)0996-26-2227

ＨＰ製作運営費⑤

銀行振込手数料

史跡探訪1 鹿児島県内初の恐竜の化石発見地　甑島へ　太古の世界を見に行こう！

会議費➅

総会関係費用⑦

決定次第ご案内します

名刺作成費＆預金利子

①年会費(2024/1～12月末迄の入金分）
   2024年度分　253,000円/53名・社
   2025年度分　259,000円/55名・社
   2026年度分　 10,000円/ 2名
②花火大会協賛金（法人会員2社）
    油機エンジニアリング・ＨＯＳＪＡＳ企画
③故郷定期便（2023年12月発送分）
④会報発行費（200部）川内便り７号８号
⑤ホームページ新規企画制作費
　　　　及び年間掲載運営費(1月～12月)
➅会議費（役員会コーヒー代）
⑦総会関係費用…2024年度及び25年度の
　　　　　総会関係資料作成及び郵送費

景品・お土産

 👈薩摩川内市

　 故郷納税

　 QRコード

収 入 総 合 計 支 出 総 合 計

👏会長に影山さん 副会長に森田さん 角さん を選出👏役員改選
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7月18日(金)

18:00～20:00

事務費

影山会長挨拶

■2025年度　 活動&予算計画(2025/1～12月)

親睦を深め、お互いに元気をもらおう！故郷の元気を応援しよう!! 

～ふるさと納税は「故郷返礼品 鹿児島県 薩摩川内市応援サイト」から～

ご協力 どうぞ 宜しくお願いします

会報発行費④

■2024年度　活動&会計報告  (2024/1～12月)

任期２年(2025.1.20～2027年定期総会日)

花火大会協賛寄附金②

総会交流会費(2024/2/18)

 市/市議会/商工会議所祝儀含む

市誕生20周年記念

川内川花火大会
50,000

人と企業と故郷を応援
HOSJAS企画 合同会社

CEO兼代表  新留育郎
福岡市 https://hosjas.com

366,000

焼酎の源流　醸して百十年

山元酒造 株式会社
代表取締役社長 山元隆功
通販蔵　godai-eshop.com

観光・特産品のことなら

株式会社薩摩川内市観光物産協会

土産専門店　：　駅市薩摩川内
下甑島支店　：　0996-24-8114

共

同

販

売

甑島列島には「姫浦層群」と呼ばれる白亜紀後期の地層が分布し、

この地層から、二枚貝やアンモナイト、魚類などの海の生き物の化

石に加え、恐竜やワニ、カメ、硬鱗魚、植物などの陸や淡水に棲む

生き物の化石がたくさん見つかっています。甑ミュージアムにはこ

れらの化石やレプリカ等が展示され、体験型講座で化石や地層、大

地の成り立ちを楽しく学ぶこともできます。

総会交流会飲食

会費:4000円程度

場所:福岡天神

翌年度繰越金

年会費①

お客さまと地域をつなぐ

鹿児島銀行 福岡支店
福岡市博多区博多駅前2-19-22
www.kagin.co.jp/   092-461-1631

利便性・快適性・機能性を備えた
シティ＆ビジネスホテル

川内駅東口　0996-25-5225

代表取締役社長  影山俊二　0120-304-699

詳しくは薩摩川内市HP ➡ 甑ミュージアムでネット検索

🌷❀福岡さつま川内会の 法人会員 をご紹介します❀🌷　　　👏ご協力ありがとうございます👏

暮らしを支えるエネルギー産業

荒木商事 株式会社
代表取締役社長　荒木貞行
福岡事務所 　092-710-5135

甑島から自然の恵みをお届け

こしき海洋深層水 株式会社
南国殖産グループ

通販 koshiki-dsw.co.jp

解体機レンタル/販売/修理
油機エンジニアリング 株式会社

 代表取締役社長  牧田尚起 
大宰府市 www.yukieng.co.jp

糸島市/古材の森(レストラン＆カフェ)

　　　 予約 092-321-4717

消耗品/雑費

　私は今年１月の総会で新留さんの後任として、当会

の会長を仰せつかりました。歴代の会長さんに比べ、

地元への貢献度や会運営については甚だ未熟でありま

すが、どうぞよろしくお願い申し上げます。

　私は1960年生まれ、花木町の出身で、川内高校を卒

業後、東京を経て福岡に住まいしております。

　生家は個人経営のヤクルト営業所（現在の川内ヤクルト販売）であり、私自身は

中央福岡ヤクルト販売に勤務後、現在は関係会社のヤクシン商事に勤務(社長)して

います。福岡さつま川内会に入会し、先輩会員の皆さんやご来賓との知遇を頂き、

改めて今まで知らなかった故郷の歴史や文化・行事などを知る機会に恵まれまし

た。地元を離れて以来の変遷や今後の方向性を伺いながら、いつまでも元気な故郷

であってほしいと願っています。

　昨今は福岡都市圏への一極集中がますます顕著に感じられます。九州の各地方自

治体は様々な取り組みをされている事と思います。同郷の皆様との交流を深めなが

ら、薩摩川内市の発展へ向けて微力な私ですが、何か応援ができればと思います。

ご協力、宜しくお願い致します。(2025.6.1 影山裕樹)

故郷定期便③

収入の部 支出の部

前年度繰越金



創　業 平成７年 資本金 3500万円

社　長

本　社

事業所

社員数
８６名

(外国人14名)
主力事業

関連事業

史跡探訪2 史跡探訪3

健幸読本
１９さんのコラム

ガラッパ座

続編:定価(税込)

　１６５０円 👆入来の田の神

初版:定価(税込)

１４３０円

公　式

ホームページ

会員の皆様の
ご投稿 歓迎❣

メセナアワード2011 2019経済産業省中小企業庁

土を掘り起こさない工法！油圧を

利用した回転式の根株切削機械

当社は、牧田隆氏(川内高校/出水出身)がレンタル会社から独立して起業された優良企業です。特に、作業性の高い機械に改良・整備・修理する技術力は業界でも定評があり、ユーザーから高い評価を得ています。又、古きよき建物を次世代に

引き継ごうと古民家を修復し、落語や演奏会、絵画展示等のメセナ活動で地域活性化を支援しています。少子高齢化で雇用・労働環境が厳しくなる中、他社に先駆けて外国人労働者を育成して競争力強化を図り、革新的な製品開発を進める取

組みは他社の模範となっており、そのノウハウを活かし、高度外国人材紹介事業も展開しています。創業者の牧田隆氏は、こうした企業活動による地域社会貢献が認められ、令和5年秋、旭日単光章を受賞されました。(新留筆)

「メセナ大賞部門　解体新生賞」受賞 はばたく中小企業・小規模事業者300社
立木や竹を抱えて切る

林業用カッター

バケット45度・チルト360度回転

油圧ショベル用先端アタッチメント

油圧式ショベルに取り付けるだけで

移動式粉砕機に変身‼

建設土木現場で活躍する油機エンジニアリング提供の建設・解体機械たち

工期短縮・作業スピード向上・安全性向上・コスト削減・環境負荷低減の優れもの

　タノカンサァ(田の神)は旧薩摩藩領(鹿児島県と宮崎県南西部)でよく見かけられ、県内では2400体以上

の石像が確認されています。五穀豊穣・子孫繁栄をもたらすと崇め祀られたタノカンサァは、元々は山の神

で、春になると里に下りて稲作を見守り、秋の実りを見届けて山に戻られるとか。タノカンサァは、田んぼ

の畦道や農道脇、神社の境内等に置かれ、田の神信仰の風習が根付くにつれ、持ち回りできる小型の石像も

造られるようになり、当番家の床の間に鎮座されました。春と秋には村の人が当番家にコメをもって集ま

り、餅をつき神酒と御馳走を捧げ豊作を祈るタノカンコ(田の神講)が催されました。

　豊作の続く村のタノカンサァをこっそり盗んで自分達の村に置いて祈り、3年経ったらお礼に獲れたばか

りのコメとショチュとニワトイを持って羽織袴姿でタノカンサァを返しに行く「オットイ(盗む)」の風習も

ありました。オットラレた村では、「タノカンサァが帰ってきゃっど」と、サカムケ(坂迎)の用意をして両

者合同で仲良く盛大に五穀豊穣を祝って絆を深めていたそうです。タノカンサァは、盗まれてもよそへ連れ

ていかれても、たたりもせず不平も言わず、行った先々で見守ってくれる庶民的な優しい神仏でした。鹿児

島県人の仲間意識と郷土愛、固い絆はこんな風習と風土の中で育まれてきたのでしょうか。

hosjas.com/sendai/index.html

　公園のすぐ近くには、歴史資料館、まごころ文学館、万葉の散歩道があり、古くから政治や文化、水

陸交通の拠点として発達してきた川内の歴史と文化を学びとることが出来ます。歌碑に刻まれた万葉の

歌人たちの歌に、古の南都にロマンを馳せながらゆったり散策するのもいいですよぉ🎶

　今から1280年ほど前の奈良の天平時代。741年、聖武天皇は、当時大流行した疫病（天然痘）と飢饉

から国を護り国民を救うために、九州から北海道の各国に国分寺と国分尼寺を造るよう、「国分寺建立

の詔」を発布しました。それを受けて、奈良の東大寺を総国分寺として、全国各地に６８の国分寺が建

立され、鹿児島県では、大和朝廷の地方行政・祭祀組織の中心であった薩摩国府(川内)と大隅国府(霧島)

に国分寺・国分尼寺が置かれました。

　薩摩国分寺跡は、昭和19年に塔跡のみが国の指定を受けていましたが、その全容ははっきり分かって

おらず、川内高校郷土史研究会の生徒さんたちが平田信芳先生の指導のもと薩摩国府跡の発掘調査を進

めていました。その研究が発端となり、昭和43年からは県による国府・国分寺の調査が始まって遺跡の

内容が公的に解明されてきて、昭和60年に国指定史跡薩摩国分寺跡史跡公園として開園しました。

　国分寺跡史跡公園としては九州初の公園で、総面積16,449平方メートル、14個の礎石を使った塔跡の

ほか、講堂跡、金堂跡、北門跡など当時の様子がそのまま復元されています。

　タノカンサァが造られたのは江戸時代からで、鹿児島県内で年号が分かる最古のものは、1705年作の紫

尾の田の神(さつま町)。川内・樋脇・入来・東郷・祁答院のあちこちで見ることが出来まが、副田の中組の

田の神(入来町)は1711年作で二番目に古く、県有形民俗文化財に指定されています。

当社の主力アタッチメント

根株ドリル（根株切削専用機）MBバケットクラッシャー Steelwrist製チルトローテータ グラップルカッター

👆東郷の田の神ロードの田の神　　　👆入来の田の神

　　　(田の神の画像はいずれも薩摩川内市提供)

　タノカンサァには様々な形があり、多いのが農民

型で頭にシキ(藁の編み物)を被り手にメシゲ(しゃも

じ)や茶碗を持ったもの、神官型、地蔵型、僧侶型、

自然石等、大らかでユーモラスな表情や個性的な造

形が癒してくれます。東郷町には田の神ロードがあ

り、新緑や彼岸花の中をタノカンサァ巡りするのも

いいですよ。心も安らぎます。左から➡上空から見た史跡公園全景、薩摩国分寺軒丸・軒平瓦、薩摩国分寺推定復元模型

(画像は薩摩川内市川内歴史資料館提供)

故郷の歴史と文化を知る　ネット検索で再発見❕

　会報６号で紹介した【食卓の向こう側+健康は口から】の続編【半歩先宣言】が出版され、

本書の第一部では、加工食品の過食や旬を外した農産物で引き起こされる体の問題を提起し、

望ましい食や農の考え方を漫画で紹介しています。

 　第6話／手首の運動…　　食品を手にしたら、手首を返して裏のラベルを見よう！

　 第7話／子供たちは今…　保健室から見えてくる、生きづらい現代の子どもの実態とは？

 　第8話／現代型栄養失調…外食や加工食品など、簡単便利な食生活に潜む盲点！

 　第9話／骨…　　　　子どもの１食とオトナの１食は重みが違う。骨を貯金する時期はいつ？

 　第10話／身土不二… 食料不足が現実味を帯びてきた時に求められる消費者の役割とは？

「食卓の向こう側」　一歩は無理でも　半歩を踏み出そう

　 第11話／菌ちゃん野菜… まずい野菜は虫が食って、おいしい野菜には虫がこないという真実⁉

 　第12話／半歩先宣言…　 子どもらにより良い未来を手渡すために考えた主人公の決意‼

第２部では、専門家や専門医が第１部の内容を更に深堀りし、食と体のしくみを分かり易く専門的に解

説し、いつでも簡単にできる体操や気をつけたい食品、体にいい野菜、そして、子供の食育の大切さを

教えてくれます。子育て中のお母さんお父さん、食生活が偏りがちな学生さんや一人暮らしの若い人、

生活習慣病に悩まされている人、そして今からでも遅くはな い熟年世代の皆さんに、ぜひともお勧めし

たい一冊です。(健康読本アンバサダー/新留筆)

　　 ご注文は➡右記のQRコード　又は、「HOSJAS」「ホスジャス」で

　　　　　　　 ネット検索し、HOSJAS企画のホームページをご覧下さい。 

　　・【続編1500円】【初版1300円】【送料無料】 ※いずれも税込価格

　　・初版と続編のセット購入の場合　【セット2700円】【送料無料】

　　・3冊以上まとめ買いの場合　　 　【上記価格より1冊100円引き】【送料無料】

■トップページ・・・・・最近のホットニュースを掲載　■掲示板・・・・当会概要、入会案内、総会・交流会など事務局・会員からのお知らせを掲載
■会報「川内便り」＆故郷情報・・・・会報、薩摩川内市の物産・観光・お祭りなどイベント情報、薩摩川内市からのお知らせを掲載
■コミュニケーションボード・・・・・入会申込、会員登録、会報誌への寄稿、会員動向等紹介、事務局へのお問合せ・・・こちらから入力ください。

　川内高校の日本史の授業で平田信芳先生が「タノカンサァは、奈良時

代に律令制度の班田収授法で土地区画を定めた条里制(〇条〇理〇坪で土

地の位置を表示)と関係があり、田んぼの境界に設置されたようだ」との

仮説を得意げに話されたのを覚えています。19さんの幼い頃も、春と秋

にはタノカンコが催され、また、初夏の稲の種まきの日には、夕方、近

所の子供達が苗代(種もみを巻いた田んぼ)に集まって、畦道の中央に柿の

葉枝を敷いてぼた餅をお供えし、育苗と豊作の祈りもそこそこにぼた餅

を美味そうに頬張っていました。

　本号に掲載した「史跡深訪1・2・3」は、昭和13年川内市発行の「わがまち川内」と薩摩

川内市川内歴史資料館及び鹿児島県内各市町村・観光協会のホームページを参考にしてまと

めてみました。パソコンやスマホで、興味のある事柄のキーワード（例；新田神社）を入力

してネット検索すると詳しく教えてくれます。新しい発見もあって面白いですよ。帰省の

折、そこにちょっと寄り道してみるのも楽しいもんですよぉ(^^）♪♫。　

　私は、今年1月の総会で当会会長を退任しましたが、会発足より12年間、代表幹事・副会

長・会長として、皆さまのご理解とご協力により、大過なくその任を果たし、充実した日々

を過ごすことが出来たこと、大変嬉しく思っています。本当に有難うございました。

　来年80歳。晴耕雨読の日々が脳裏を過りましたが、仕事帰りに立寄った本屋で朝ドラ「あ

んぱん」の "やなせたかし" 「人生、90歳からおもしろい！」が目に留まり、「人生まだま

だこれから。生涯勉強」と食卓の向こう側で学んだあいうべ体操に励んでいます。

　今後とも宜しくお願い致します。(6.1新留育郎)

〇各種建設機械アタッチメントのレンタル

〇油圧作業機・アタッチメントの販売

〇各種油圧建設機械の改造・修理

　

法人会員ご紹介 油機エンジニアリング株式会社 確かな技術で、建設・解体機のレンタル・販売・修理

社長写真

キカイと人でゆめを届けるパートナー

　(代表取締役)　牧田　尚起　(2代目)　

　福岡県太宰府市大字北谷1096番8

　福岡・北九州・鹿児島・埼玉・千葉・仙台

　東京オフィス・本社(☎ 092-920-5501)

古のロマンを求めて 薩摩国分寺跡史跡公園 を歩こう 癒しと安らぎを求めて タノカンサァ に会いに行こう

　当社は、1995年に創業者の牧田隆が修理業で会社設立してから30年を迎

えた油圧建設解体機械を提供している会社です。2009 年に鹿児島市石谷

町に、2011 年の東日本大震災の直後には復旧復興に当社のノウハウを役

立てたいとの思いで仙台市内に営業所を開設しました。

　当社は創業より、「より使いやすく、付加価値のある油圧建設・解体機

械を提供したい」と、現場で喜ばれるような品質の良い商品・サービスを

提供していくことに強いこだわりを持ち、自社で技術者を育てていくこと

を大事に営業しています。社員平均年齢も約35歳と若く、意欲的な社員も

多く、まだまだ成長中の会社です。 働く社員も、新卒（高卒・大卒）、中

途採用、外国人社員、そして、業界未経験者、ベテランと様々ですが、会

社の仲間は、それぞれお互いを認め合い、受け入れ合うダイバーシティな

会社経営を目指しています。

　令和の新たな時代も輝き続け、より一層皆様のお役に立てるよう、社員

一同全力で励んで参りますのでご愛顧のほど宜しくお願い申し上げます。

　　　　　　　　令和7年6月1日　　　代表取締役社長　牧田　隆

　JOBMATE（二日市オフィス)      ➡ 有料職業紹介&特定技能外国人登録支援

　Lunch＆Café 古材の森（糸島市) ➡ メセナ活動（地域の歴史・文化を発信)
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